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Transpole Logistics Pvt. Ltd.の株式取得および優先株式の普通株式への 

転換手続完了のお知らせ（開示事項の経過報告） 

当社は、平成 26 年７月７日付「当社子会社によるインドの国際物流会社 Transpole Logistics Pvt. 

Ltd.（以下、Transpole）の株式取得に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、同社の株式取得に

向け手続きを進めておりましたが、下記のとおり株式取得および優先株式の普通株式への転換手続が

完了しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．株式取得の完了について 

当社 100％子会社でアジア地域統括会社であるシンガポールの SBS Logistics Holdings 

Singapore Pte. Ltd.（以下、SLHS）は、平成 26 年 7 月 31 日付で Transpole の創業経営者メンバ

ーが保有する普通株式の一部およびEverstone Capital LimitedとFidelity Growth Partners India

の２社がそれぞれ組成する投資ファンドが保有する普通株式ならびに優先株式を取得いたしました。 

取得後 SLHS は、平成 26 年８月 27 日付で全優先株式の普通株式への転換手続きを完了いたしま

した。この結果、SLHS は 3,417,723 株（優先株式の普通株式転換後の発行済株式総数の 66.0％）

を取得し、Transpole を子会社化いたしました。 

２．異動する子会社（Transpole Logistics Pvt. Ltd.）の概要 

（1）名 称 Transpole Logistics Pvt. Ltd. 

（2）所 在 地 
A-173, 1st Floor, Road No.4, Street No.10, Mahipalpur Extn., 
New Delhi, India 110-037 

（3）代表者の役職・氏名 Anant Kumar Choudhary (Chairman & Group CEO) 

（4）事 業 内 容 航空フォワーディング事業、海上フォワーディング事業、その他 

（5）資本金の額 12 億 84 百万円（747 百万インドルピー） 

（6）設立年月日 平成 16 年（2004 年）8月 30 日 

株主名 持株比率 

SBS Logistics Holdings Singapore Pte. Ltd. 66.03％

創業者グループ（6 名） 27.80％
（7）大株主及び持株比率 

ESOP pool（社員持株会） 6.17％
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（8）当該会社の最近事業年度の経営成績および財政状態（連結） 

 平成 24 年３月期 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 

純 資 産 1,744 百万円 4,314 百万円 4,651 百万円

総 資 産 3,101 百万円 6,323 百万円 8,206 百万円

売 上 高 6,300 百万円 9,856 百万円 14,028 百万円

営 業 利 益 581 百万円 941 百万円 690 百万円

経 常 利 益 573 百万円 826 百万円 497 百万円

当 期 純 利 益 365 百万円 573 百万円 284 百万円

※１インドルピーを 1.72 円で換算 

３．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 
0 株 

（議決権の数：0個 所有割合：0.0％） 

(2) 取得株式数 
普通株式 817,241 株 （議決権の数：817,241 個） 

優先株式 2,668,200 株 

(3) 取 得 価 額 

Transpole の普通株式および優先株式 7,385 百万円 

アドバイザリー費用等（概算額） 200 百万円 

合計（概算額） 7,585 百万円 

(4) 異動後の所有株式数 

普通株式 3,417,723 株 

（議決権の数：3,417,723 個 所有割合：66.0％） 

※優先株式 2,668,200 株を普通株式へ転換した分を含む 

４．今後の見通し 

Transpole については、平成 26 年 12 月期第３四半期連結会計期間より貸借対照表を、第４四半

期連結会計期間より損益計算書を連結する予定です。このため、当連結会計年度に連結される同社

売上高ならびに営業利益等は第４四半期分のみが対象となることから、当期連結業績への影響は軽

微であると判断しております。 

（参考）当社連結業績予想（平成 26 年７月 30 日公表分）及び前期連結実績 
（単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益

当期連結業績予想 

（平成 26 年 12 月期）
137,000 4,800 4,400 3,500

前期連結実績 

（平成 25 年 12 月期）
132,205 4,141 3,801 1,571

以上 


